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平
成
26
年

第
１
回
定
例
会

前年比
2.0％減

平成26年度一般会計予算（前年度327億2,000万円）

総額320億8,000万円
平成 26年第１回定例会は、２月 21日から３月 24日までの 32日間の会期で

開かれました。
本定例会には，議員提出議案の平成 26年度一般会計予算に対する附帯決議を

含む、69件の議案が提出されました。
一般会計予算については、予算審査特別委員会を設置し、審査の付託を行い、

３月４・５・６日の３日間、慎重に審議を行い、３月 24日の本会議において賛
成多数で可決されました。また、その他の議案については、すべて原案のとおり
可決・同意となりました。
また、一般質問では 13名の議員が登壇し、当面の行政課題をただしました。

市税の内訳
固定資産税…28億5,617万円
市民税…………28億400万円
たばこ税………  4億400万円
都市計画税…  3億4,840万円
軽自動車税…  1億8,760万円

市税（21％）
　66億17万円

その他（12％）
　40億5,982万円

商工費など（1％）
　2億4,710万円

議会費（1％）
　2億4,171万円

総務費（15％）
　49億4,094万円

民生費（28％）
　90億5,318万円

衛生費（9％）
　28億1,539万円

農林業費（2％）
　6億8,907万円

土木費（14％）
　44億2,930万円

消防費（3％）
　10億4,874万円

教育費（12％）
　37億2,613万円

公債費（15％）
　48億8,844万円

その他（3％）
　10億470万円

県支出金（6％）
　17億9,400万円

国庫支出金（12％）
　37億2,831万円

市債（13％）
　41億3,300万円

地方交付税（33％）
　107億6,000万円

自主財源
（33％）

依存財源
（67％）

歳入

歳出

※金額は、万円未満を
　四捨五入しています。
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収入総額 500万円（320億8,000万円） 支出総額 500万円（320億8,000万円）

給料 136.5万円 （87億5,000万円）
市税、分担金、使用料、諸収入など（税金や施設の使用料など）

27.3％ 食費 73万円 （47億円）
人件費（職員に対しての給料や退職手当など）

14.6％

医療介護費 75万円 （47億8,000万円）
扶助費（高齢者や障害者、子どもの福祉等にかかるお金）

15％貯金の取り崩し 29万円 （18億6,000万円）
繰入金（基金や特別会計から受け入れたお金）

5.8％

親からの仕送り 183.5万円 （117億7,000万円）
地方交付税、地方譲与税など（国や県から交付されるお金）

36.7％

親からの特別援助 86万円 （55億2,000万円）
国・県支出金（特定の目的のために、国や県が支出するお金）

17.2％

借入金 64万円 （41億3,000万円）
市債（市が長期間借り入れるお金）

12.8％

その他 1万円 （5,000万円）
繰越金（前の年にあまったお金）

0.2％

借金の返済 76万円 （48億9,000万円）
公債費（市債の元金及び利子の支払いにかかるお金）

15.2％

光熱水費・電話代等 56万円 （36億円）
物件費（旅費、消耗品、燃料費、委託料等にかかるお金）

11.2％

自宅の増改築・補修費 95万円 （60億8,000万円）
普通建築事業費、維持補修費など
（道路や学校など施設の新増設や補修にかかるお金）

19％

子どもへの仕送り 48万円 （31億円）
繰出金（一般会計から特別会計へ支出するお金）

9.6％

友人への援助 73万円 （46億8,000万円）
補助費等、貸付金など（補助金や市が貸付けるお金など）

14.6％

貯金 3万円 （2億円）
積立金（基金に積み立てるお金）

0.6％

その他 1万円 （5,000万円）
予備費（思わぬ支払いに備えるお金）

0.2％

※金額は、端数調整しています。

■ 収入500万円の家庭に置き換えてみると

○普通建設事業費
学校、道路などの建設費

○補助費等
補助金、負担金、交付金などの
お金

○物件費
消耗品、光熱水費などの消費的
経費の総称

○公債費
市債の元金および利子の支払い
にかかるお金

○扶助費
児童手当の支給など各種支援の
ためのお金

○繰出金
他の会計に支出するお金

平成 26 年 3 月 1 日現在の人口 6 万 6,331 人で算出（対前年比 △628 人）
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この事業に注目
◎中学生入院医療費助成事業【新規事業】
（202 万円）

小学校卒業までの医療費無料化事業を継続し、さらに本年度から新たに中学生の入院医療費の無料化
に取り組み、保護者の経済的負担を軽減。

◎放課後児童健全育成事業
（１億 404 万円）

市内 10ヶ所の学童保育の充実を目指す。

◎紀の海広域施設組合事業
（１億１千 425 万円）

桃山町最上地区で建設中の紀の川市、海南市、紀美野町で取り組んでいる広域施設組合ごみ処理施設。
主な事業費（建設工事費、用地造成費など）の総額は、約 70億円で、周辺整備も含め平成 27年度中
の完成を目指し、現在工事中。

◎五色台広域施設組合事業
（２億６千 526 万円）

紀の川市、海南市、紀美野町の２市１町で構成する組合施設の葬祭、火葬炉、待合室等の施設整備。
主な事業費（建設工事費、備品購入費など）の総額は、約 9億 8,000 万円で、本年度中に完成予定。

◎公共施設マネジメント計画策定事業【新規事業】
（１千 80万円）

市内公共施設に対する市民ニーズや今後の人口動態などを分析し、総合的視点から効果的かつ効率的
な管理運営をするため、公共施設マネジメント計画を２ヶ年計画で策定し、既存公共施設の有効利用、
統廃合、適切な改修、維持管理、稼働率の向上をはかる。

学童保育で遊ぶ子どもたち

紀の海広域施設組合ごみ処理施設の完成予想図 五色台聖苑　増築施設の完成予想図
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◎都市公園整備事業
（９億８千 665 万円）

打田総合スポーツ公園を整備し、市の総合的なスポーツレクリエーションの拠点施設として、市民の
健康増進や地域コミュニケーションの促進をはかるため、多目的に利用できるよう約２千人の収容が可
能な体育館やプール等を新設する。
（平成 27年度中に完成予定）

◎国民体育大会準備事業
（１億２千 517 万円）

平成 27年に和歌山県で第 70回国民体育大会が開催される。
紀の川市では、サッカー、ハンドボール、ソフトボールなどの会場となるために、国民体育大会の周

知と気運を高める広報活動や円滑な運営に向けた諸準備ならびに施設整備を行う。

◎農業基盤整備促進事業【新規事業】
（３千 518 万円）

薙刀池、蛭ヶ池、前田池の改修等を行う。

◎紀の川市観光ファン拡大事業【新規事業】
（320 万円）

フルーツと地域資源を結びつけ「紀の川市＝フルーツのまち」としての魅力
アップ・イメージ強化を行い、紀の川市のファン拡大をはかる。

◎観光施設管理運営事業
（４千 285 万円）

粉河寺大門前の市営大門橋前駐車場内に公衆トイレを新設するとともに、主
要な観光施設内トイレの水洗化をはかり、交流人口の増加に努める。

◎竜門小学校校舎等
　改築事業
（７億９千 254 万円）

老朽化の著しい校舎等を既
存の場所から県道北側のグラ
ウンドの敷地に改築。
児童減を考慮し、校舎と体

育館とプールが一体のコンパ
クトな学校を考え一括発注す
る。
（平成 27年度中に完成予定）

竜門小学校校舎　完成予想図

新設された公衆トイレ

紀の川市議会だより　No.29　平成26年［2014］

5　Kinokawa City Gikai Dayori



◎旧貴志川分庁舎整備事業【新規事業】
（５億１千 600 万円）

本年度、旧貴志川分庁舎耐震補強・内部改修工事設
計業務を行い、１階部分は図書館に、２階部分は農林
水産省の国営総合農地防災事業の事務所として貸し、
３階は倉庫や会議室として有効に利用する計画。

主な特別会計の予算

※公営企業会計の金額は、万円未満を四捨五入しています。

特 別 会 計 平成26年度

住宅新築資金等貸付事業特別会計 2,500万円

土地取得事業特別会計 80万円

国民健康保険事業勘定特別会計 81億6,600万円

国民健康保険直営診療施設勘定特別会計 8,450万円

後期高齢者医療特別会計 14億3,900万円

介護保険事業勘定特別会計 61億6,600万円

公共下水道事業特別会計 14億7,200万円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 5,400万円

農業集落排水事業特別会計 3,600万円

簡易水道事業特別会計 6億3,300万円

公営企業会計 平成26年度

水
道
事
業
会
計

収益的収入 14億3,617万円

収益的支出 13億7,046万円

資本的収入 9億1,305万円

資本的支出 13億8,758万円

工
業
用
水
道
事
業
会
計

収益的収入 4,986万円

収益的支出 4,830万円

資本的収入 3,396万円

資本的支出 4,636万円

平成 26年度紀の川市一般会計予算については、賛成多数で可決いたしました。
ただ、委員会審査の中で、特に問題となった旧貴志川分庁舎整備事業については、全会一致で

附帯決議を付けることに決まりました。
附帯決議の内容は次のとおりであり、これは本会議においても全会一致で承認されました。

１　旧貴志川分庁舎については、狭小な貴志川支所も含めた総合的な活用方法を検討すること。
２　図書館再編計画については、２館それぞれの果たすべき役割・機能および運営方法を含め、

市立図書館のあり方について、十分に検討を行うこと。
３　今後、市が策定する計画については、執行部は議会（所管委員会）に対して策定状況

等の報告を随時行うこと。

附帯決議を

再利用される旧貴志川分庁舎

紀の川市議会だより　No.29　平成26年［2014］
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Q…この４月１日に消費税が５％から８％に上がったけど、消費税はどんなところに使われ
るの？

　…消費税は、主に「子育て、年金、医療介護」などの社会保障費の安定的な財源として使
われるんだよ。

Q…消費税って、いつ頃からあるの？

　…消費税が始まったのは、平成元年４月１日からで、税率は、３％だったんだよ。
その後、急速な少子高齢化と社会保障費が増えたことにより、平成９年４月１日から、
地方消費税も含んで５％となったんだよ。

Q…へぇー、一般的に「消費税」って言ってるけど、それは、消費税と地方消費税をあわせ
たものなんだ。
今年は、17年ぶりの増税ってことだね。
どうして今、増税するの？

　…前でも言ったけど、消費税は、社会保障費に使うんだけど、今の日本は不況で、経済が
低迷しているよね。そこで、消費税率を５％から８％に上げて、経済の成長も見込んで、
社会保障費などの財源を安定させるためなんだ。

Q…公共施設などの使用料も消費税の増税にあわせて改定されたけど、消費税がかかってい
たの？

　…公共施設の使用料については、管理運営費の一部となっている。今回、電気代などの光
熱水費の消費税も上がるし、また、委託業務にも消費税がかかっているんだよ。
元々、公共施設は、使用料だけで、管理運営ができないので、ほとんどが税金で賄われ
ていて、不公平感が出ないように、少なくとも使用する人には、使用料を負担してもら
うということだよ。

Q…市は、消費税を国に納める必要があるの？

　…市にも納税義務はあるけど、売り上げにかかる消費税額と仕入れにかかる消費税額は同
額とみなせるため、申告する必要がなく、納税する必要もないんだよ。

Q…改正により増収はいくらになるの？それにどう使うの？

　…平成25年度一般会計当初予算の使用料で試算すると、142 万８千円で、紀の川市全体
の行政サービスの充実に使うんだよ。

消費税ミニ知識問答集 Q&A
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主
な
議
決
事
項

主
な
条
例
改
正

・
紀
の
川
市
税
条
例
の
一
部
改
正

平
成
27
年
度
よ
り
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃
止
す
る
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

廃
止
す
る
主
な
理
由
と
し
て
は
、

・
個
人
住
民
税
の
前
納
報
奨
金
制
度
は
す
で
に
廃
止

し
て
い
る
。

・
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
が
普
及
・
浸
透
し
、

納
税
意
識
の
向
上
な
ど
、
一
定
の
制
度
目
的
が
達

成
さ
れ
た
。

・
前
納
報
奨
金
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
を
分
析
す

・
若
者
定
住
促
進
奨
励
事
業

（
２
千
２
百
万
円
）

３
年
間
実
施
し
た
事
業
が
平
成
25
年
度
を
も
っ
て

終
了
す
る
こ
と
と
、
消
費
税
増
税
前
の
住
宅
取
得
が

重
な
っ
た
た
め
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

・
紀
の
海
広
域
施
設
組
合
周
辺
対
策
事
業

（
１
億
９
千
361
万
円
）

平
成
28
年
度
よ
り
、
ご
み
処
理
を
開
始
す
る
紀
の

海
広
域
ご
み
処
理
施
設
（
桃
山
町
最
上
）
に
ア
ク
セ

ス
す
る
道
路
を
新
設
し
ま
す
。

・
保
育
所
運
営
事
業

（
16
万
円
）

今
ま
で
鞆
渕
保
育
所
は
、お
弁
当
持
参
で
し
た
が
、

平
成
26
年
度
よ
り
給
食
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な

物
品
を
購
入
し
ま
す
。

鞆
渕
保
育
所
に
は
給
食
室
が
な
い
た
め
、
竜
門
保

育
所
で
調
理
を
行
い
、
小
中
学
校
へ
の
配
食
車
に
載

せ
、
配
達
す
る
そ
う
で
す
。

る
と
、
法
人
や
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
な
ど
資

力
の
あ
る
方
が
多
く
、
そ
う
で
な
い
方
と
の
不
公

平
感
が
あ
る
。

な
ど
で
し
た
。

・
紀
の
川
市
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
償
金
の

支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平
成
26
年
４
月
１
日
よ
り
、
消
防
団
員
の
退
職
報

償
金
が
、
一
律
５
万
円
増
額
さ
れ
ま
す
。

・
副
市
長
の
選
任
（
１
件
）

・
財
産
区
管
理
会
委
員
の
選
任
（
10
件
）

・
工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
（
１
件
）

・
条
例
の
制
定
（
３
件
）

・
条
例
の
一
部
改
正
（
12
件
）

・
条
例
の
廃
止
（
２
件
）

・
平
成
25
年
度
各
特
別
会
計
補
正
予
算
（
８
件
）

・
指
定
管
理
者
の
指
定
（
２
件
）

・
字
の
区
域
の
変
更
（
１
件
）

・
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

（
１
件
）

平
成
25
年
度
紀
の
川
市

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

給食風景

紀の川市議会だより　No.29　平成26年［2014］
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総務文教常任委員会【２月19日】

旧貴志川分庁舎の
　活用方法を考える!!
旧貴志川分庁舎の活用について調査研究し、現状把握を行いました。
その結果、
「現貴志川支所の立地条件や支所スペースの問題」「旧貴志川分庁舎の有効利用に伴う計画の問題」「図

書館再編に関する問題」「再編後の各図書館の運営方法の問題」、また「関係部局の連携が十分でない」な
ど、様々な問題が浮かび上がってきました。
現貴志川支所については、「場所がわかりにくく、駐車場ス

ペースも十分でない。」など、現支所の立地条件の改善を求める
市民の声や、また、支所自体のスペースも十分でないため、「市
民のプライバシーに配慮できない」など職員からも意見が出てい
ます。
委員会では、市民と行政、議会が協働しながら、より良い環境

をつくっていくことが重要であり、いかに市民ニーズを把握し、
また、その結果を市民へ周知していくかが問題であるなどの提言
を行いました。

委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、各委員会に付託された市民生活に深く

関ることについて議会の開会・閉会にかかわらず調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

議会広報の研修風景

旧貴志川分庁舎を視察

議会広報特別委員会
他市からの視察を受け入れています
静岡県島田市議会
２月３日島田市議会だより編集に関する特別委員会のみなさんが、

議会広報について視察に来られました。
みなさんは、紀の川市議会の広報づくりにとても共感され、これか

らも両市議会とも、よりよい広報紙づくりをめざすことを確認しあい
ました。

紀の川市議会だより　No.29　平成26年［2014］
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市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので市議会事務局議事調査課までお問

い合わせください。（TEL 0736−77−0860）

舩木　孝明　議員
　・介護保険について
　・保育所問題

榎本　喜之　議員
　・分庁舎について

川原　一泰　議員
　・市民の救急医療について

石井　　仁　議員
　・障害者施策について
　・小中学校での自分の色覚を知る機会の提供に
　　ついて

中村　真紀　議員
　・少子化対策について
　・子育て支援について

中尾太久也　議員
　・道路整備計画について

石脇　順治　議員
　・人口増加対策（人口減少）について

室谷　伊則　議員
　・災害時要援護者の避難対策について

堂脇　光弘　議員
　・都市計画区域の見直しと都市計画税について

太田加寿也　議員
　・紀の川市の小中学校５年間の２学期制の成果
　　と課題について
　・小学校普通教室へのエアコン設置について
　・食育推進と目標数値について

杉原　　勲　議員
　・紀の川市の街づくり、行政のあり方

大谷さつき　議員
　・期日前投票について
　・防犯灯のＬＥＤ化をリース方式に

並松　八重　議員
　・消防団支援法に対する市の取り組み
　・集団検診の特定検診について

紀の川市議会だより　No.29　平成26年［2014］
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紀
の
川
市
の
喫
緊
の
課

題
は
、
人
口
増
加
対
策
で
あ

る
な
か
、
若
者
定
住
促
進
奨

励
金
交
付
事
業
が
、
本
年
３

月
末
を
も
っ
て
終
了
す
る
。

本
市
独
自
の
施
策
で
あ

り
、
延
長
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
こ
の
３
年
間
の
実
績
と

そ
の
効
果
は
何
に
現
れ
る
の

か
。ま

た
、
今
後
、
人
口
増
加

対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事

業
を
実
施
、
計
画
し
て
い
る

の
か
。

合
併
時
よ
り
も
人
口
が

減
少
し
て
い
る
な
か
、
市
民

税
・
固
定
資
産
税
等
の
税
収

増
が
将
来
に
わ
た
っ
て
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
、
40
歳
未

満
の
方
の
住
宅
取
得
に
足
し

て
奨
励
金
を
交
付
す
る
事
業

を
実
施
し
た
。

今
回
の
「
災
害
対
策
基

本
法
」
改
正
を
受
け
て
、
災

害
時
要
援
護
者
の
避
難
対
策

を
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

法
改
正
に
従
い
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成

や
住
民
の
安
全
な
避
難
を
確

保
す
る
た
め
の
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

ま
た
、
民
間
の
物
資
供

給
事
業
者
等
と
物
資
等
の
提

供
の
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。

平
常
時
か
ら
の
本
市
の

組
織
作
り
・
関
係
機
関
等
と

の
連
携
体
制
は
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
る
の
か
。

平
成
26
年
１
月
末
ま
で

に
474
件
を
交
付
し
、
転
出
者

の
抑
制
な
ど
の
一
定
の
効
果

は
あ
っ
た
が
、
受
給
し
た
人

を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
人
口
増
へ
の
効
果

な
ど
を
検
証
し
、
当
事
業
の

継
続
は
見
送
っ
た
。

今
後
の
人
口
増
加
対
策

と
し
て
は
、
第
３
子
以
降
の

保
育
所
等
の
保
育
料
の
無
料

化
、
不
妊
治
療
助
成
事
業
等

を
継
続
し
、
平
成
26
年
度
は
、

中
学
生
の
入
院
医
療
費
の
無

料
化
等
を
実
施
す
る
。

人
口
が
増
え
る
こ
と
は
、

普
通
交
付
税
へ
の
影
響
が
大

き
い
の
で
は
。

普
通
交
付
税
の
算
定
に

お
い
て
、
国
勢
調
査
人
口
を

測
定
単
位
と
し
て
い
る
経
費

は
多
く
あ
り
、
人
口
増
加
は

普
通
交
付
税
が
増
え
、
財
政

面
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か

ら
は
、
普
通
交
付
税
の
合
併

算
定
替
の
逓て

い

減げ
ん

・
廃
止
に
よ

り
、
今
よ
り
減
額
と
な
る
。

平
成
24
年
度
よ
り
災
害

時
要
援
護
者
シ
ス
テ
ム
の
運

用
を
開
始
し
、
登
録
者
情
報

を
迅
速
に
把
握
で
き
る
体
制

を
整
備
し
て
い
る
。

市
内
の
15
の
社
会
福
祉

法
人
施
設
と
岩
出
市
の
一
施

設
で
、
要
援
護
者
の
避
難
の

受
け
入
れ
の
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
重
度
の

要
援
護
者
の
避
難
生
活
が
緩

和
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
と
も
協
定
施
設
を

増
や
す
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

市
長
は
、「
継
続
・
躍
進
・

発
展
」
と
言
わ
れ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
人
口
対
策
を
。

人
口
増
加
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い

る
が
、
道
路
等
の
整
備
や
学

校
の
耐
震
化
、
保
育
所
の
整

備
、
工
業
団
地
を
造
成
し
、

企
業
誘
致
に
も
力
を
入
れ
、

紀
の
川
市
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。

日
頃
か
ら
地
域

で
高
齢
者
や
障
が
い

者
を
支
え
る
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
思
う
が
、

今
後
、
市
の
体
制
と

し
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

こ
れ
か
ら
市
独
自
の
調

査
も
進
め
て
行
く
。

災
害
時
に
は
、
心
身
の

不
自
由
な
方
を
助
け
ら
れ
る

日
頃
の
取
り
組
み
を
考
え
て

い
き
た
い
。

定
住
促
進
事
業
の
延
長
を

要
援
護
者
の
避
難
対
策
は

石脇　順治　議員

室谷　伊則　議員

問

問

問

問問

問

 
答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

地域との連携が重要

紀の川市議会だより　No.29　平成26年［2014］
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全
国
学
力
調
査

結
果
か
ら
、
市
で
は

子
ど
も
達
の
学
力
向

上
が
あ
ま
り
見
な
れ

な
い
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
２
学
期
制
の

成
果
と
課
題
は
。

学
力
向
上
に
つ

い
て
は
、
全
国
学
力

調
査
結
果
で
、
本
市
は
全
国

平
均
を
は
る
か
に
上
回
る
学

校
も
何
校
か
あ
る
。

本
年
度
「
学
力
向
上
定

着
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
立
ち

上
げ
た
。
昨
年
実
施
の
県
学

習
到
達
度
調
査
で
小
中
学
校

と
も
確
実
に
向
上
の
成
果
が

見
ら
れ
た
。

成
果
と
課
題
に
つ
い
て

は
、
平
成
23
年
に
各
学
校
長

を
通
じ
聞
き
取
り
調
査
を
し
、

２
学
期
制
３
学
期
制
双
方
に

良
さ
や
改
善
点
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。
成
果
は
授
業

都
市
計
画
区
域

の
見
直
し
に
つ
い
て
、

都
市
計
画
審
議
会
を

何
回
開
き
、
都
市
計

画
区
域
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
審
議
は
あ

っ
た
か
。

紀
の
川
市
全
域

を
都
市
計
画
区
域
と
し
た
場

合
、
い
く
ら
増
額
に
な
る
か
。

都
市
計
画
区
域
に
つ
い

て
は
、
旧
５
町
の
計
画
区
域

指
定
の
経
緯
等
を
十
分
尊
重

し
た
う
え
で
、
計
画
区
域
を

変
更
せ
ず
、
統
合
し
た
都
市

計
画
区
域
と
し
て
、
本
年
度

４
月
よ
り
和
歌
山
県
が
紀
の

川
都
市
計
画
区
域
と
し
て
指

定
し
て
い
る
。

25
年
度
都
市
計
画
審
議

会
開
催
回
数
は
１
回
で
あ
る
。

区
域
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
和
歌
山
県
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
平
成
27

年
度
に
改
定
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

ま
た
、
市
の
第
二
次
長

期
総
合
計
画
が
平
成
30
年
度

に
策
定
予
定
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
２
つ
の
ま

ち
づ
く
り
計
画
と
整
合
を
と

り
、
市
の
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
改
定
の
際
に
都

市
計
画
区
域
変
更
に
つ
い
て

も
検
討
課
題
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
10
年
後
の
紀
の

川
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据

え
た
う
え
で
、
上
位
計
画
の

国
土
利
用
計
画
、
和
歌
山
県

都
市
計
画
等
と
の
整
合
を
は

か
り
つ
つ
総
合
的
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

都
市
計
画
区
域
変
更
に

日
数
時
数
が
確
保
さ
れ
た
。

課
題
に
つ
い
て
は
、
各
校
の

創
意
工
夫
あ
る
取
り
組
み
で

対
応
し
て
い
る
。

２
学
期
制
が
進
路
に
不

利
に
な
ら
な
い
か
。

各
中
学
校
か
ら
の
聞
き

取
り
に
よ
り
、
学
期
制
に
関

係
な
く
不
利
と
な
る
状
況
は

な
い
と
回
答
を
得
て
い
る
。

他
地
域
で
は
、
広
く
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
分
析

検
討
し
て
い
る
。
本
市
に
つ

い
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
広

く
意
見
や
要
望
を
吸
い
上
げ

制
度
の
改
善
に
努
め
る
べ
き

と
思
う
が
。

子
ど
も
の
実
態
や
教
育

活
動
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
指
導

訪
問
に
加
え
、
平
成
25
年
度

よ
り
教
育
委
員
会
が
各
学
校

と
懇
話
し
、
子
ど
も
や
保
護

者
の
状
況
を
聞
き
取
る
「
か

け
は
し
訪
問
」
を
実
施
し
て

い
る
。

つ
い
て
、
将
来
に
向
け
て
保

全
性
、
平
等
性
等
を
含
め
た

な
か
で
、
都
市
計
画
区
域
に

つ
い
て
は
、
市
民
に
理
解
し

や
す
い
公
平
性
を
含
め
関
係

部
署
や
国
、
県
と
協
議
し
最

良
の
方
向
を
見
出
し
都
市
計

画
審
議
会
へ
提
案
し
た
い
。

都
市
計
画
税
は
、
地
方

税
法
第
702
条
に
規
定
さ
れ
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
行

う
都
市
計
画
事
業
、
ま
た
は

土
地
区
画
整
理
事
業
に
要
す

る
費
用
に
あ
て
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
課
税
で
き
る
も
の

で
、
紀
の
川
市
全
域
を
都
市

計
画
区
域
と
し
た
場
合
、
土

地
、
家
屋
で
約
590
万
円
の
増

と
な
る
。

熱
中
症
で
倒
れ
る

児
童
が
増
え
る
中
、夏

休
み
短
縮
は
ど
う
か
。

ま
た
エ
ア
コ
ン
で

学
校
間
に
不
公
平
感

が
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

エ
ア
コ
ン
が
無
い
学
校

に
は
扇
風
機
を
設
置
し
て
い

る
。
夏
休
み
の
短
縮
は
警
報

発
令
に
よ
る
代
替
措
置
分
と

し
て
い
る
。
新
築
校
舎
の
エ

ア
コ
ン
設
置
に
よ
る
不
公
平

感
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
た
い
。

堂脇　光弘　議員

太田加寿也　議員

問

問

夏休み短縮？

問問

問

 

答
　
　
　
　
　
教
育
長

 

答
　
　
　
　
　
教
育
長

 

答
　
　
　
　
　
教
育
長

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

紀の川市都市計画マスタープラン

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

税の公平性は？

２学期制の成果と課題

 

答      

教
育
部
長
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立
会
人
は
、
拘
束
時
間

が
12
時
間
と
長
く
、
個
別
に

依
頼
し
て
い
る
。
若
者
の
政

治
へ
の
関
心
が
薄
れ
投
票
率

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

立
会
人
は
公
平
か
つ
適
正
に

投
票
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
立

会
っ
て
い
た
だ
く
と
共
に
身

近
な
も
の
に
感
じ
て
も
ら
う

効
果
が
あ
る
た
め
検
討
課
題

と
す
る
。地

球
温
暖
化
の
防
止
、

さ
ら
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
化
に
積
極
的
な
自
治

体
が
増
加
し
て
い
る
が
、

市
の
取
り
組
み
は
。

昨
年
の
９
月
に
市
内

199
自
治
区
を
対
象
と
し

５
町
合
併
後
９
年
目
を

迎
え
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
が
急
速
に
進
み
、
今
後

の
厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込

ま
れ
る
な
か
で
、
社
会
構
造

の
変
化
と
多
様
化
し
て
い
く

市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
き
め

細
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。合

併
当
時
730
余
名
の
職

員
を
抱
え
、
決
し
て
コ
ン
パ

ク
ト
で
機
動
力
の
あ
る
組
織

で
な
い
状
況
で
ス
タ
ー
ト
し

た
が
、
職
員
の
資
質
・
能
力

向
上
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

500
人
規
模
の
職
員
体
制
と
い

う
一
応
の
人
的
目
標
が
達
成

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

機
動
力
、
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
行
政
機

構
改
革
の
面
に
つ
い
て
は
、

課
の
統
合
・
必
要
な
部
の
新

設
を
実
施
し
、
徐
々
に
ス
リ

高
齢
者
や
障
が
い
者
、

人
前
で
字
を
書
く
の
が
苦
手

な
人
に
配
慮
し
、
投
票
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

期
日
前
投
票
に
必
要
な
宣
誓

書
を
入
場
券
の
裏
面
に
印
刷

し
て
は
。

本
市
は
入
場
券
の
裏
面

に
、
有
権
者
か
ら
の
要
望
で
、

投
票
所
５
ヶ
所
が
印
刷
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
投
票
し
や

す
く
す
る
た
め
の
研
究
課
題

と
す
る
。

若
い
人
が
選
挙
に
、
よ

り
関
心
を
持
つ
よ
う
、
立
会

人
を
新
成
人
や
20
歳
代
の
人

か
ら
公
募
し
て
は
。

ム
化
さ
れ
て
い
る
が
、
職
員

数
と
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
る
。

特
に
平
成
25
・
26
年
度

の
定
年
退
職
者
が
例
年
よ
り

多
く
、
職
員
数
が
減
少
す
る

こ
の
時
期
に
抜
本
的
な
改
革

を
実
施
し
、
少
数
体
制
で
も

機
動
力
を
確
保
し
、
さ
ら
な

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ

な
げ
る
の
は
今
が
好
機
と
思

う
が
。

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

伴
う
行
政

の
あ
り
方
、

主
に
行
政

組
織
改
革

に
つ
い
て

は
、
分
庁

方
式
か
ら

本
庁
舎
へ

行
政
機
能

が
集
約
さ

れ
、
効
率

的
な
行
政

運
営
に
努

め
て
い
る
。

職
員
数

に
つ
い
て

も
、
更
な

る
減
員
を
進
め
、
限
ら
れ
た

人
員
・
予
算
・
施
設
等
を
有

効
活
用
し
、
今
後
、
厳
し
さ

を
増
す
行
財
政
に
対
応
出
来

る
組
織
機
構
の
見
直
し
は
、

急
務
と
考
え
て
い
る
。

機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、

副
市
長
を
中
心
に
検
討
を
し

て
い
る
の
で
、
平
成
26
年
度

中
に
行
い
た
い
。

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
前
向
き
な

回
答
が
多
く
、
防
犯
灯
工
事

の
関
係
業
者
に
も
詳
細
に
調

査
し
た
。
本
市
は
、
「
防
犯

灯
設
置
事
業
費
補
助
金
交
付

要
綱
」
の
見
直
し
を
検
討
し
、

26
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け

要
綱
の
改
正
と
予
算
計
上
を

行
っ
て
い
る
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

た
め
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

を
10
年
リ
ー
ス
方
式
に
し
て

は
。リ

ー
ス
方
式
に
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
を
参
考
に

検
討
し
た
。
メ
リ
ッ
ト
、
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
今
後
の

検
討
課
題
と
す
る
。

さ
ら
な
る
行
政
組
織
改
革
を

投
票
し
や
す
く
!!

杉原　　勲　議員

大谷さつき　議員

問

問問

街灯のＬＥＤをリース化

問

問

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長さらなる改革を目指す

 

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

 

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

 

答
　
　
市
長
・
地
域
振
興
部
長

 

答     

地
域
振
興
部
長
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昨
年
12
月
に
施

行
さ
れ
た
消
防
団
支

援
法
に
基
づ
き
、
消

防
団
に
対
す
る
処
遇

改
善
と
装
備
品
の
充

実
、
地
域
防
災
力
強

化
、
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

近
年
、
社
会
情
勢
の
変

化
か
ら
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

地
域
防
災
力
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

団
員
報
酬
の
引
き
上
げ

は
、
現
時
点
で
は
困
難
だ
が
、

装
備
品
の
充
実
強
化
を
は
か

り
、
消
防
団
と
自
主
防
災
組

織
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど

と
一
層
連
携
を
強
め
、
各
種

研
修
・
訓
練
を
積
極
的
に
行

い
、
中
学
生
対
象
の
防
災
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や

防
災
リ
ー
ダ
ー
会
の
強
化
に

努
め
て
い
く
。

第
５
期
介
護
保

険
計
画
の
到
達
度
と

問
題
点
は
。

介
護
保
険
の
骨

子
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
の
推
進
お
よ
び
適

性
な
介
護
給
付
で
あ

る
。「

地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
強

化
」
に
つ
い
て
は
、
市
直
営

運
営
で
体
制
整
備
を
行
い
、

機
能
充
実
を
は
か
っ
て
い
る
。

「
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
あ

わ
せ
て
、
高
齢
者
徘
徊
早
期

発
見
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を

立
ち
上
げ
、
防
災
、
防
犯
で

は
、
個
別
避
難
計
画
の
策
定

に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
サ
ー
ビ
ス
受
給
量
に
つ

い
て
は
、
計
画
推
計
数
値
の

上
回
り
が
出
て
い
る
。

住
民
の
防
災
意
識
を
高

め
、
自
発
的
な
防
災
活
動
参

加
を
促
進
す
る
べ
き
で
は
。

地
域
、
家
庭
か
ら
防
災

に
対
応
で
き
る
組
織
の
充
実

を
は
か
る
。前

立
腺
が
ん
の
早

期
発
見
の
た
め
、
特

定
検
診
で
Ｐ

※

Ｓ
Ａ
検

査
を
実
施
で
き
な
い

の
か
。

特
定
検
診
で
は
、

国
保
以
外
の
方
は
は

ず
れ
、
内
蔵
型
肥
満
に
着
目

し
た
国
庫
補
助
事
業
な
の
で
、

Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
組
み
入
れ
る

の
は
難
し
い
。

近
年
、
急
増
し
て
い
る

男
性
特
有
の
が
ん
な
の
で
、

市
の
が
ん
検
診
と
し
て
年
齢

を
定
め
、
任
意
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
を
受
診
で
き
な
い
の
か
。

認
知
症
と
要
支
援
１
、

２
の
関
係
は
。

要
支
援
１
、
２
は
、
ご

く
軽
度
の
も
の
で
あ
り
、
認

知
症
の
み
で
の
利
用
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
予
備
軍
が
多
い

と
判
断
さ
れ
る
。

介
護
保
険
要
支
援
に
対

す
る
介
護
予
防
給
付
の
制
度

改
正
に
つ
い
て
。

要
支
援
者
が
受
け
ら
れ

る
予
防
給
付
の
う
ち
約
半
分

を
占
め
る
訪
問
介
護
と
通
所

介
護
を
地
域
支
援
事
業
と
し
、

市
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
６
期
策
定
委
員
会
に

お
い
て
検
討
す
る
。

市
が
公
費
を
使
っ
て
実

施
す
る
が
ん
検
診
と
し
て
は
、

対
象
者
を
含
め
十
分
効
果
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。早

期
発
見
の
た
め
に
は

有
効
な
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
で
あ
る

た
め
、
今
後
ど
の
よ
う
な
形

で
受
診
で
き
る
か
検
討
す
る
。

早
期
発
見
、
適
切
な
治

療
の
大
切
さ
の
啓
発
活
動
の

対
応
も
考
え
て
い
く
。

保
育
所
登
園
後

の
園
児
の
発
病
に
対

す
る
対
応
は
。

園
児
の
発
熱
は
、

お
お
む
ね
37.5
度
以
上

で
、
保
護
者
も
し
く

は
身
内
に
連
絡
し
て
い
る
。

ま
た
、
急
な
対
応
が
で
き
な

い
保
護
者
に
は
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
し
て
い
る
。

外
傷
の
場
合
は
、
救
急

車
等
で
病
院
へ
搬
送
し
、
状

況
が
わ
か
り
次
第
、
保
護
者

に
連
絡
し
て
い
る
。

園
児
発
病
に
対
し
て
の

各
園
へ
の
看
護
師
の
配
置
を

し
て
は
。

０
歳
児
９
人
以
上
に
対

し
て
看
護
師
１
人
の
配
置
が

基
準
で
あ
る
の
で
、
現
在

「
こ
ば
と
保
育
所
」
に
配
置

し
て
い
る
。

ま
た
、
私
立
保
育
園
に

も
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

並松　八重　議員

舩木　孝明　議員

問

問問

問

問

問問

問

問

パパの明日を守る

看護師の配置を

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

 

答      

市
民
部
長

 

答
　
　
市
長
・
保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答    

保
健
福
祉
部
長

地域防災の強化は

介護保険の今後と現状

 

答    

保
健
福
祉
部
長

※
Ｐ
Ｓ
Ａ
と
は
、前
立
腺
特
異
抗
原

の
略
で
、主
と
し
て
前
立
腺
か

ら
分
泌
さ
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
の
一

種
で
、前
立
腺
が
ん
の
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
な
人
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
は
、お
お
よ

そ
２
ng
／
ml
以
下
で
、加
齢
と

と
も
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
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閉
鎖
し
て
い
る
旧
那

賀
・
桃
山
・
貴
志
川
の
分
庁

舎
の
維
持
費
は
。

閉
鎖
さ
れ
た
建
物
と
併

設
さ
れ
た
使
用
中
の
建
物
も

あ
り
、
区
別
が
困
難
な
費
用

も
あ
る
が
、
電
気
料
金
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
機
械
警

備
、
消
防
設
備
保
守
な
ど
約

800
万
円
程
度
で
あ
る
。

那
賀
・
桃
山
分
庁
舎
に

つ
い
て
、
取
り
壊
し
て
か
ら

跡
地
利
用
を
考
え
て
は
。

分
庁
舎
に
残
っ
て
い
る

設
備
の
移
設
問
題
、
敷
地
や

駐
車
場
の
借
地
問
題
、
隣
接

施
設
に
関
わ
る
課
題
の
検
討

も
並
行
し
て
早
期
に
取
り
組

救
急
医
療
体
制
は
十
分

で
き
て
い
る
か
。

現
在
、
紀
の
川
市
、
岩

出
市
２
市
の
那
賀
医
療
圏
域

の
中
で
医
療
体
制
が
な
さ
れ

て
お
り
、
救
急
告
示
病
院
が

４
ヶ
所
、
同
診
療
所
が
２
ヶ

所
あ
り
、
公
立
那
賀
病
院
を

中
心
に
対
応
し
て
い
る
。

初
期
救
急
（
１
次
救
急
）

に
つ
い
て
は
、
那
賀
医
師
会

に
よ
る
那
賀
休
日
急
患
診
療

所
、
ま
た
那
賀
歯
科
医
師
会

が
在
宅
当
番
医
制
に
よ
り
休

日
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

入
院
や
手
術
を
必
要
と
す

る
患
者
を
対
象
に
２
次
救
急

体
制
と
し
て
、
那
賀
広
域
事

務
組
合
に
お
い
て
、
公
立
那

賀
病
院
を
中
心
に
５
つ
の
病

院
に
よ
る
病
院
群
輪
番
制
運

営
に
よ
り
休
日
等
に
お
け
る

み
、
老
朽
化
が
進
み
、
耐
震

性
や
耐
久
性
に
問
題
を
抱
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
取

り
壊
し
、
跡
地
の
利
用
を
検

討
し
て
い
く
。

方
向
性
が
未
定
の
粉
河

分
庁
舎
の
現
状
と
今
後
の
方

針
は
。

他
に
比
べ
最
も
建
築
年

度
が
古
く
、
老
朽
化
の
進
捗

も
顕
著
で
耐
震
性
も
な
い
状

態
で
、
移
転
の
目
途
も
立
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

経
年
劣
化
に
よ
る
モ
ル

タ
ル
片
の
落
下
や
地
震
で
の

ひ
び
割
れ
、
集
中
豪
雨
に
よ

る
雨
漏
り
な
ど
、
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。

今
後
は
、
仮
設
庁
舎
を

建
て
業
務
を
行
う
こ
と
も
一

つ
の
有
効
な
手
段
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
経
費
の
問
題
な

ど
も
あ
り
、
来
庁
者
、
職
員

の
安
全
確
保
を
念
頭
に
早
急

に
対
応
を
検
討
す
る
。

粉
河
地
区
は
新
た
な
ま

救
急
患
者
の
医
療
を
確
保
し

て
い
る
。

３
次
救
急
に
つ
い
て
は
、

県
立
医
大
及
び
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
が
対
応
し
て
い
る
。

那
賀
病
院
の
救

急
患
者
受
け
入
れ
対

応
は
大
丈
夫
か
。

ま
た
、
那
賀
消

防
組
合
の
中
消
防
署

の
救
急
出
動
に
無
理

が
出
て
き
て
い
な
い

か
。公

立
那
賀
病
院

に
は
総
合
診
療
部
門
が
な
く
、

救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
、

勤
務
医
の
当
直
制
に
よ
る
休

日
夜
間
の
対
応
が
な
さ
れ
て

い
る
。

休
日
は
、
医
師
２
名
、

夜
間
は
１
名
で
の
対
応
で
、

１
名
が
待
機
と
な
っ
て
い
る
。

勤
務
医
に
よ
る
当
番
制
の
中

で
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
今

後
に
お
い
て
、
市
民
の
救
急

医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
地

域
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
、

那
賀
病
院
の
医
師
の
確
保
や

ち
づ
く
り
が
で
き
る
チ
ャ
ン

ス
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
と

し
て
進
め
て
は
。

ま
た
、
市
民
の
意
見
を

聞
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

旧
分
庁
舎
は
そ
れ
ぞ
れ
旧

町
の
地
域
行
政
の
拠
点
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
用
地

を
的
確
に
有
効
利
用
す
る
こ

と
が
地
域
の
活
性
化
を
促
す

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
な
る
。

粉
河
支
所
の
整
備
、
保
育

所
再
編
計
画
な
ど
関
連
す
る

懸
案
事
項
は
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
大
き
な
鍵
と
な

る
と
捉
え
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
、
方
法
は
決
ま
っ

て
い
な
い
が
、
地
域
の
意
見

を
十
分
聞
き
な
が
ら
慎
重
に

進
め
て
い
く
。

救
急
医
療
体
制
の
充
実
に
向

け
、
引
き
続
き
関
係
機
関
に

強
く
働
き
か
け
る
。

出
動
件
数
の
多
い
中
消

防
署
へ
の
予
備
の
救
急
車
の

活
用
に
つ
い
て
、
那
賀
消
防

組
合
に
質
問
の
主
旨
を
十
分

に
伝
え
る
。

那
賀
病
院
の
十
分
な
救

急
医
療
体
制
が
で
き
る
ま
で

は
、
紀
の
川
市
、
岩
出
市
管

内
の
外
科
を
担
当
す
る
医
療

機
関
と
連
絡
を
密
に
し
て
、

救
急
患
者
に
対
し
て
対
応
し

て
行
き
た
い
。

救
急
車
に
つ
い
て
は
、

小
型
車
の
購
入
も
検
討
し
て

い
る
。

分
庁
舎
の
今
後
は
？

市
民
に
対
す
る
救
急
医
療

榎本　喜之　議員

川原　一泰　議員

問

問 問

問

問

問

那賀病院の受入れ体制

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

 

答
　
　
　
地
域
振
興
部
長

老朽化した粉河支所

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答    

保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長
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障がい者権利条約の批准

国
際
条
約
で
あ

る
障
害
者
権
利
条
約

の
批
准
国
と
な
っ
た
。

条
約
の
批
准
を
受
け

て
市
の
考
え
は
。

地
方
自
治
体
と

し
て
も
、
条
約
の
批

准
を
重
く
受
け
と
め
、

法
整
備
に
注
視
し
な

が
ら
、
条
約
の
考
え

方
に
沿
っ
て
障
が
い

の
あ
る
人
が
少
し
で
も
豊
か

に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け

る
よ
う
な
市
に
な
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
く
。

障
が
い
福
祉
施
策
と
し

て
必
要
だ
か
ら
受
け
ら
れ
た

支
援
が
、
65
歳
に
な
る
と
介

護
保
険
の
認
定
区
分
に
従
っ

て
、
支
援
が
減
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
な
い
か
。

公
立
那
賀
病
院
の
産
婦

人
科
医
不
足
を
補
う
た
め
に
、

助
産
師
に
よ
る
外
来
・
増
員

を
提
案
し
て
は
。

ま
た
、
母
子
手
帳
の
支

所
で
の
交
付
、
市
独
自
の
出

産
祝
い
金
事
業
を
行
っ
て
は
。

産
科
の
増
設
お
よ
び
人

員
の
確
保
、
増
員
が
必
須
で

あ
る
と
思
わ
れ
、
大
き
な
問

題
で
あ
る
が
、
地
域
医
療
の

中
核
病
院
と
し
て
、
良
質
か

つ
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る

体
制
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
。

母
子
手
帳
交
付
時
は
、

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
を
把
握
す

る
機
会
で
も
あ
り
、
専
門
職

の
対
応
が
必
要
で
あ
る
た
め
、

本
庁
の
み
の
交
付
と
な
っ
て

い
る
。

出
産
祝
い
金
事
業
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
お
り
、

介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

優
先
さ
れ
る
た
め
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
制

限
は
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
と
思
う
。
し
か
し
、
生

活
し
て
い
く
た
め
の
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
量
が
、
介
護
保
険

の
み
で
は
確
保
で
き
な
い
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
よ
う
運
用
し
て
い
る
。

自
分
の
色
覚
を

知
っ
て
お
く
こ
と
は
、

生
活
の
上
で
も
進
路

選
択
時
に
も
必
要
な

こ
と
だ
と
思
う
。

本
人
と
保
護
者
の

同
意
が
あ
れ
ば
、
学

校
で
任
意
に
検
査
を

受
け
る
こ
と
は
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
自
分
の
色
覚
を
知
る
機

会
の
提
供
を
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
。

小
学
校
で
は
学
校
医
の

指
導
を
受
け
、
４
年
生
の
保

護
者
対
象
に
色
覚
検
査
の
希

財
源
確
保
が
問
題
で
あ
る
た

め
、
今
後
十
分
協
議
す
る
。

中
学
校
卒
業
ま
で
入
院

費
無
料
化
等
、
他
市
町
村
に

先
駆
け
て
い
ろ
い
ろ
行
っ
て

い
る
の
で
、
十
分
検
討
す
る
。

和
歌
山
県
の
「
家
族
の

ふ
れ
あ
い
優
待
制
度
」
の
よ

う
な
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
を
、

独
自
で
行
っ
て
は
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
と

し
て
、
紙
お
む
つ
と
ご
み
袋

の
支
給
を
し
て
は
。

社
会
全
体
で
の
子
育
て

応
援
を
目
的
と
し
、
割
引
や

望
調
査
を
実
施
し
、
希
望
の

あ
っ
た
児
童
に
個
別
で
検
査

を
し
て
い
る
学
校
な
ど
も
あ

る
。今

後
は
、
色
覚
検
査
表

を
購
入
し
、
小
学
校
に
対
し
、

希
望
が
あ
れ
ば
色
覚
検
査
を

実
施
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

さ
ら
に
、
学
校
に
は
色

覚
特
性
を
有
す
る
児
童
生
徒

が
い
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
、

適
切
な
指
導
や
配
慮
を
行
な

う
こ
と
や
、
個
別
相
談
に
応

じ
て
い
き
た
い
。

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と

い
う
県
の
事
業
に
参
画
で
き

る
よ
う
、
利
用
者
、
協
賛
店

を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
い
、

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

は
か
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
紙
お
む
つ
や
ご

み
袋
の
支
給
に
つ
い
て
は
、

現
在
支
給
さ
れ
て
い
る
児
童

手
当
は
、
子
育
て
支
援
策
と

し
て
子
育
て
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
制
度
で
あ
る
の

で
、
市
独
自
で
取
り
組
む
優

先
度
は
低
い
と
考
え
る
。

石井　　仁　議員

中村　真紀　議員

問

問

問

問

問

色覚の違いに配慮を

もっと子育て支援を

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

 

答    

保
健
福
祉
部
長
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本
市
の
玄
関
口
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
打
田
駅
周
辺
の
環
境
お

よ
び
美
観
に
つ
い
て
現
状
の

ま
ま
で
よ
い
の
か
。

打
田
駅
周
辺
サ
ポ
ー
ト

グ
ル
ー
プ
に
よ
り
駅
周
辺
の

環
境
整
備
に
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
駅
は
多
く
の

皆
様
が
利
用
さ
れ
る
公
共
性

の
高
い
施
設
な
の
で
、
今
後

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
調

整
を
は
か
り
地
域
の
皆
様
と

協
働
で
取
り
組
む
。

打
田
駅
に
連
絡
し
て
い

る
市
道
の
整
備
は
。

打
田
駅
周
辺
は
、
本
市

の
中
心
地
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
道
路
整
備
に
つ

い
て
は
、
安
全
・
安
心
な
生

活
や
移
動
環
境
の
充
実
を
は

か
る
た
め
都
市
計
画
事
業
な

ど
、
地
域
住
民
の
意
見
や
理

解
・
協
力
を
得
な
が
ら
総
合

的
に
検
討
し
て
い
く
。

本
庁
舎
よ
り
南
北

に
位
置
す
る
市
道
上

野
庁
舎
前
線
の
都
市

計
画
路
線
と
し
て
の

早
期
改
良
の
取
り
組

み
は
。

本
庁
舎
前
か
ら
打

田
中
学
校
南
交
差
点

ま
で
の
道
路
改
良
事

業
の
早
期
完
成
を
目
指
す
と

共
に
、
交
通
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
国
道
24
号
の
上
野
交

差
点
ま
で
の
都
市
計
画
街
路

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

都
市
計
画
道
路
東
国
分

打
田
線
の
東
進
の
計
画
は
。

粉
河
駅
前
の
整
備
も
進
め

て
い
く
な
か
、
市
の
中
心
部

と
粉
河
の
中
心
部
が
結
ば
れ

れ
ば
、
利
便
性
の
向
上
も
考

え
ら
れ
る
が
、
市
全
体
の
幹

線
道
路
網
の
整
備
と
あ
わ
せ

て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
く
。

検
討
し
て
い
く
の
で
は

な
く
、
早
急
な
実
行
は
で
き

な
い
の
か
。

庁
舎
周
辺
道
路
の
整
備

は
、
早
急
に
や
る
必
要
が
あ

り
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
や

っ
て
い
く
。
長
期
に
渡
る
計

画
も
あ
る
の
で
地
域
の
皆
様

の
理
解
を
得
な
が
ら
議
会
と

共
に
進
め
て
い
く
。

本
庁
舎
周
辺
の
整
備
は
！

中尾太久也　議員

問

問

問

問

問 安全・安心な通学路を

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

 

答      

建
設
部
長

危険な打田西一番踏切

百聞は一見
にしかず！

議会を傍聴
　してみませんか

本会議は公開されており、どなたでも傍聴することがで
きます。
市議会の定例会は、３・６・９・12 月の年４回開催し
ています。
高齢者や障がい者の方々が気軽に傍聴できるよう出入口
にスロープを設け、傍聴席には車いす利用者用のスペース
や補聴器を利用されている方用の磁気ループを設置してい
ます。
市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な問
題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や市政
の内容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にきてください！

電話でのお問い合わせもお受けしています。

●お問い合わせ…議会事務局　電話番号：0736 － 77 － 0860

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、
当日受付で住所・氏名などを記入
していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30人です。

【受付場所】
本会議
本庁舎６階　議会事務局

紀の川市議会だより　No.29　平成26年［2014］
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Part1
今回は、上野委員（右）
と大谷委員（左）が
担当しました！

女
性
だ
け
で
の
挑
戦
！

ア
リ
ス

水
耕
栽
培
レ
タ
ス
工
場

農
事
組
合
法
人

農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
　
受
賞

社
団
法
人
農
業
電
化
協
会
長
賞
　
受
賞

（
紀
の
川
市
中
井
阪
）

―
な
ぜ
“
ア
リ
ス
”
な
の
？

ア
リ
ス
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
由
来
は
、
女
の
子
達
だ
け
で
冒
険
に
行
く

“
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
”
か
ら
の
命
名
で
す
。

自
分
達
も
女
の
子
だ
け
の
ス
タ
ー
ト
や
っ
た
か
ら

（
今
は
お
ば
ち
ゃ
ん
で
す
）

（￣▽￣）
ニコッ

●
プライスカット

●パーラーフジ

●マツダ

至 岩出市 至 橋本市

（ナッパサンキュー）

R24

●
ダイキ

●
レストラン

さと

下井阪

アリス（農事組合法人）
0736-77-7839

紀の川市でがんばってます !!
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特集

女
性
と
し
て

「
キ
ッ
チ
リ
労
働
」

「
キ
ッ
パ
リ
休
日
」

―
い
つ
か
ら
で
す
か
？

平
成
７
年
に
設
立
し
て
男
子
禁
制
で
約
20
年
。

初
め
女
性
ば
か
り
で
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

女
性
だ
け
だ
か
ら
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
水
耕
栽
培
っ
て
大
変
で
は
？

初
め
は
全
部
自
動
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
管
理
で
、
す
ご
く
電
気

代
が
要
り
ま
し
た
。
毎
月
70
万
円
位
か
な
!?

で
も
、
毎
月
滞
納
も
な
く
き
ち
ん
と
払
っ
て
い
た
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
今
は
手
動
で
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。
そ
れ
に
レ
タ
ス
に
虫

が
つ
く
と
大
変
で
す
。
ア
ブ
ラ
ム
シ
っ
て
い
う
害
虫
で
す
。
小
さ

な
虫
な
の
で
気
を
つ
け
な
い
と
ね
。

今
や
、あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
に
も
販
売

―
今
は
ど
ん
な
レ
タ
ス
を
？

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
フ
リ
ル
ア
イ
ス
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、
モ
コ

モ
コ
レ
タ
ス
、
そ
れ
に
ル
ッ
コ
ラ
も
少
し
栽
培
し
て
ま
す
。

―
ど
こ
で
売
っ
て
る
の
？

地
元
で
は
、「
め
っ
け
も
ん
広
場
」、「
よ
っ
て
っ
て
」
な
ど
８
店
舗
。

他
に
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
近
鉄
本
店
や
Ｊ
Ｒ
大
阪
三
越
伊
勢
丹
に
あ

る
伊
賀
の
里
モ
ク
モ
ク
手
づ
く
り
フ
ァ
ー
ム
の
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン

に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

紀の川市でがんばってます !!
紀の川市議会だより　No.29　平成26年［2014］
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紀
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No.

　
　
編
集
後
記

桃
の
摘
花

花
ま
つ
り　

打
田
小
天
翔

流
し
雛

お
も
ち
ゃ
電
車

は
ば
た
け
！
五
月
の
空
に

昨
年
の
紀
の
川
市
議
会
改
選

後
、
初
の
予
算
編
成
と
な
り
、
一

般
会
計
予
算
320
億
８
千
万
円
、
特

別
会
計
・
公
営
企
業
会
計
予
算

209
億
４
千
555
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

新
規
事
業
と
し
て
、
旧
貴
志
川

分
庁
舎
の
整
備
事
業
や
中
学
生
の

入
院
医
療
助
成
事
業
等
々
市
民
に

目
を
向
け
た
施
策
も
あ
り
ま
す
が
、

消
費
税
増
税
に
よ
る
手
数
料
や
使

用
料
の
値
上
げ
も
あ
り
ま
す
。

消
費
税
の
増
税
は
、
日
本
の
将

来
を
考
え
る
と
避
け
て
通
る
事
は

で
き
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
国

は
も
っ
と
国
民
の
立
場
に
立
ち
、

無
駄
を
な
く
し
た
政
治
を
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
議
会
広
報
特
別
委
員
会

は
、
議
会
と
皆
様
方
の
架
け
橋
と

な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
指
導
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
Ｈ
・
Ｔ
）


